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 これらの知見から、非対称な空洞構造を持つ CD 誘導体の適切な位置に活性な官
能基を導入すれば、基質配向を制限しかつ触媒能を発揮する人口酵素の創製が可
能であると考えられる。しかしながら、対称空洞を持つ CD が 3 種類の水酸基しか持た





























































では、一つの糖残基の 2 位及び 3 位の二級水酸基を同時に水酸基以外の官能基に
置換することが不可能である。著者は、本研究において、エポキシをアジリジンやエピ
チオ基に変換することに成功した。さらにエピチオ化については、合成法の改良により、












 著者は、さらに、二級水酸基側にチオールを導入したチオ CD が、中性付近でフェ
ニルエステルの分解反応を加速することを発見した。このチオ CD の活性は、分子内
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